
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

「ツアー向けインフラ見学枠の公開」 のご紹介

令和7年3月
北海道開発局 開発連携推進課



北海道開発局の「インフラツーリズム」の取組

「ツアー向けインフラ見学枠の公開」の取組イメージ ▼

☆北海道開発局が推進する２つのインフラツーリズム

「ツアー向けインフラ見学枠の公開」と「地域共創インフラツアー」の違いについて

観光事業者（旅行会社等） 北海道開発局（事務所、事業所等）

○北海道開発局が見学の受入を公表している公共施設を対象として、施設見学を組み込んだツアーを旅行会社等
が企画・催行する取組。

「地域共創インフラツアー」の取組イメージ ▼

地域（自治体、DMO等） 北海道開発局（開発建設部地域連携課等）

○各開発建設部が地域（自治体・DMO等）と調整し、公共施設と様々な地域資源とを組み合わせて、地域発展のス
トーリー等の理解促進に資するメニューの概要を示した上で、催行可能な旅行会社等を募集し、旅行会社等がツアー
を企画・催行する取組。



令和７年度「ツアー向けインフラ見学枠の公開」の手続き・対象施設

各開発建設部
現場担当

（事務所・事業所等）

本局
開発連携推進課

ツアー造成・
催行事業者

翌年度の見学枠の
調整・決定

見学枠の公開（公募） 決定通知

応募 ツアー造成 ツアー催行

当日対応
（施設説明等）

ツアー造成
の調整

令和７年度「ツアー向けインフラ見学枠の公開」の取組の手続きについて

令和７年度
対象施設一覧
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「ツアー向けインフラ見学枠の公開」の取組 過年度実績

・平成25年度から令和5年度は「公共施設見学ツアー」、令和6年度は「ツアー向け見学枠の公開」の実績。
・「枠数」は、各年度の部門毎の各施設のツアー受入可能公開枠数の合計数。「企画数」は、公開枠を予約した旅行事業者がツアー
を造成し、参加者募集を行った数。「催行数」は、旅行事業者が参加者募集を行ったツアーのうち、催行に至った件数。

○過年度の部門別ツアー催行実績（枠数・企画数・催行数）、ツアー催行率、及び、１ツアー当たりの平均参加人数と参加費の推移



「ツアー向けインフラ見学枠の公開」の取組 令和６年度催行例

令和６年度催行ツアー例
ダムの堤体内部は普段入れない非日常空間 工事現場は供用前しか見られない特別な体験

▷日常生活を守るダム内部の非日常空間を見学するツアー。
施設の大きさは圧巻、普段入ることができない堤体内の監査廊
で日常生活を守るダムの役割や施設管理について開発局職員
から説明。

新桂沢ダムを含むツアー 仁木トンネル工事、新稲穂トンネルL側共和工区工事を含むツアー

▷供用前限定の工事現場を見学するツアー
大型重機を用いた工事現場を見学できる供用前しか見られない
特別感のあるツアー。供用後に地域にもたらされる事業効果など
について開発局職員から説明。

（ ツアー参加者の声 ）
・ 大きな施設をつくる苦労を改めて知った。管理する人たちがいるこ
とに感謝したい気持ちになった。
・ 外からは想像もつかない監査廊の様子に驚いた。どの施設でも、

北海道開発局職員の丁寧なわかりやすい説明があり、良い経験が
できた。
・ 北海道開発局職員の説明は、リアル感・手づくり感があり、とても
良かった。

（ ツアー参加者の声 ）
・ 今回のトンネル工事を含め、公共施設の見学が大好きになった。
機会があれば、何回でも参加したい。
・ 北海道開発局職員のパネル・映像、口頭によるバラエティに富ん

だ説明は、今の時代に合っており、わかりやすく伝えようとする心
意気を感じた。



「ツアー向けインフラ見学枠の公開」の取組 令和６年度参加者アンケート

・ツアー参加者の
9割近くが「非常
に満足」、「満足」
と回答。

・また、ほぼ全員
が「また参加した
い」と回答。


